
(1）経営成績に関する分析 

① 当連結会計年度の経営成績 

  当連結会計年度における世界経済は、中国を始めとする新興国の旺盛な需要に支えられ、金融危機以降としては

全体的に緩やかな回復の兆しが見られましたが、米国の雇用問題やユーロ圏での財政問題、金融市場における過剰

流動性の問題等もあり、依然として不安定な状況が続きました。 

 わが国経済も政府の緊急経済対策による効果や新興国向けを中心とした輸出の増加等により、ある程度の改善が

見られたものの、デフレ圧力や大幅な円高による不安定要素を伴った状況のまま推移いたしました。 

 このような国内外の市場情勢のもと、当電子部品業界におきましては世界市場全体での在庫調整も一段落し、先

行き不透明ながらも受注は回復基調で推移いたしました。 

 こうした事業環境のなかで当社グループは、小型フェライトコア並びにコイル・トランス製品を中心とした拡販

活動を国内外市場で積極的に展開いたしました。また、国内体制の再構築を断行し、中国への生産移管を全面的に

進めるとともに、不採算製品の価格改定もしくは生産中止といった施策に加え、徹底した製造原価並びに経費削減

に努めました。コイル・トランス販売は取引条件の変更に伴い海外向けが円高影響をまともに受けることとなりま

したが、国内市場向けの回復により若干ではありますが増加いたしました。フェライトコア販売は国内では産業機

器向けが回復し、海外では市場全体が回復して売上が増加したことにより、売上全体としては前年を上回る結果と

なりました。 

 その結果、当連結会計年度の売上高は１６億２百万円（前連結会計年度比２１．２％増）となりました。損益面

につきましては、人件費、経費等の削減並びに受注回復による稼働率の改善により、営業損益は２億５百万円の損

失（前連結会計年度は６億７千１百万円の損失）、経常損益は１億８千７百万円の損失（前連結会計年度は５億９

千９百万円の損失）となりました。当期純損益は、投資有価証券売却損及び投資有価証券評価損、並びに希望退職

者募集に伴う特別退職金の計上により、４億３千３百万円の損失（前連結会計年度は９億２千８百万円の損失）の

やむなきにいたりました。 

② 次期の見通し 

  平成２４年１月期の連結業績予想と致しましては、中国を中心とした新興国を中心に底堅く推移すると思われま

すが、為替変動や原材料価格の高騰など引き続き厳しい経済環境が継続するものと予測しております。 

 このような事業環境の中で、フェライトコアにおいては、国内市場は海外産品の販売を推進し、海外では不採算

製品の価格改定もしくは生産中止と生産体制の再構築により収益改善に取り組みます。また、コイル・トランスに

おいては、産業機器、省エネ、環境分野を中心に国内外市場で販売拡大をはかり、利益重視の体制を構築してまい

ります。 

 売上高は１８億１千１百万円（当連結会計年度比１３．０％増）を見込んでおります。また、海外生産への全面

移管に伴ない、より効率的な生産販売体制への脱皮を目指し、営業利益は４百万円、経常利益は６千１百万円、当

期純利益は５千６百万円を見込んでおります。 

  

(2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

イ．資産 

  当連結会計年度末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ２億３千８百万円増加し、２０億１千４百万円とな

りました。その主な要因は、投資有価証券の売却収入による現金及び預金の増加及び中国工場生産による製品在

庫の増加によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ７億７千１百万円減少し、２７億７千１

百万円となりました。その主な要因は、投資有価証券の売却等による投資有価証券６億６千３百万円の減少によ

るものであります。 

ロ．負債 

  当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億９千８百万円減少し、９億５千７百万円となり

ました。その主な要因は、希望退職者募集による退職給付引当金の減少によるものであります。 

ハ．純資産 

  当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ３億３千４百万円減少し、３８億２千８百万円となり

ました。その主な要因は、利益剰余金の減少によるものであります。 
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